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というところがあります。大昔、

そこに追剥（山賊）が住んでいて、

往還の旅人の物品・衣装などを強

奪していました。

　文禄元年（1593）、一人の旅僧

がここを通過しようとしたとこ

ろ、追剥が現れ、衣装を奪わんと
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入小屋の追剥の屋敷跡とおぼしき場所（絵：折笠匡さん）
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近づいてきました。しかし、僧は驚かず、そばの石の上に端座して、念仏を唱えました。奇
く

しくも

追剥は手足を縛られたようになり、怒って秘術を尽くしたが動けず、恐怖の心が生じ、汗ばかり出

て総身を濡らすばかり。その時、僧は「汝、どうしてそうなったのか、分かっているのか」と叫び

ました。その声は雷の轟
とどろき

の如く響いたので、追剥は苦しみに耐えきれず、小声になって、「許した

まえ」と頭を下げました。すると、僧は「すべて天地の間に得難いものは人身である。それなのに、

お前は追剥をはたらいて一生を間違った。死んで地獄に落ちて呵
かしゃく

責の苦しみを味わわないと解らん

のか」と言いました。その言葉に、追剥は一言もなく屈服しました。僧に「これからお前の家に泊

まりたい。案内したまえ」と言われ、追剥は我に返って体が元通り動くようになりました。

　まもなく入山の小屋に行って、僧が終夜説法し、教導したので、

追剥は信心を肝に銘じ、僧に向かって「これから先、どうして生

計を立てていけばよいのでしょうか」と問いました。僧は「お前

はまだ壮年なので、耕作に力を入れて働きなさい」と言うと、あ

くる朝、去って行きました。

　そこで、追剥は本村の肝煎に今までのことを話して道具を譲っ

てもらい、新たに土地を開墾し、自立できるようになりました。

追剥の屋敷跡  付近追剥の屋敷跡  付近
（詳細な場所は不明）（詳細な場所は不明）


